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第 1 章 序論  










本稿は、第 1 章から第 8 章までの計 8 章仕立てとなっている。  
 
第 2 章 先行研究と理論的背景  





国内の NNT は、日本語学習経験者としては従来の定義に基づく「FT の被使用者」（母
語話者側によって FT を使用された経験を持つ非母語話者）である。また、現職日本語教
師という点から、接触場面における言語調整行動、FT の知識を持ち合わせた「FT の使用






























   ③接触の度合い：場面参加者同士のコミュニケーションおよびネットワークの構成が
必須か否かによる。また、必要に応じて他のメンバーとの接触を拒むことができる。  
（3）言語調整行動、FT の捉え方  
日本国内・地域社会の場合、構成員同士の使用言語は「日本語」である。特に、国内の
「職業場面」では、求められる「日本語」、他の構成員とのコミュニケーション、ネットワ
                                               
2 「FT 的話し方」：従来の FT の定義に従うと、母語話者の言語調整行動のみが FT となる。本稿では、参加者の属性
ではなく言語現象から調整行動を認定するため、同一調整としているが、検証段階の理解を促すため、非母語話者
の調整行動は「FT 的話し方」と表記し、固定的な FT の定義と区別した。 











第 3 章 研究方法  
 第 3 章では、本研究の参加者（調査対象者 NNT-18 人、母語話者協力者 NS-6 人、非母
語話者協力者；初級日本語学習者 JL-7 人、現場参加者）、調査方法（質問紙調査、半構造
化インタビュー、二者間および三者間会話、フォローアップ・アンケート）、文字化 4・分
析方法を明記した。以下に示す、第 4 章「意識調査」、第 5 章「使用実態調査」、第 6 章「ビ
リーフ調査」は、本研究の軸である。  
 
第 4 章 意識調査  
 第 4 章の意識調査は、国内接触場面参加者である NNT18 人を対象に、FT を中心とした
言語調整行動に関する意識を質問紙調査（会話例を提示したパートⅠ、アンケート調査中
心のパートⅡ）および半構造化インタビューから分析した結果である。インタビューは、
NNT の個人経験を中心に、FT に関する知識と現在の FT 観、FT 被使用時の対応とその影
響、教室場面における FT、FT 的発話の使用に関する認識関連を調査した。  
その結果、NNT は、接触場面の言語調整行動 FT の定義・範疇を、従来の「母語話者の
非母語話者に対する話し方」という定義に基づいて固定的に捉えていることがわかった。
また、全員、「FT を使われたことがある」と答え、接触場面における FT の被使用経験者
であることが確認されたが、長い日本滞在歴・学習歴および日本語母語話者との接触経験
によって日本語母語話者（Native-speaker：以下 NS）の対外国人言語行動に柔軟に対応
                                               
3 TTが使用場面・使用意図が極めて特殊な接触場面言語調整行動であるため、他の自然発生された接触場面参加
者の言語調整行動、FT などとは大きく異なるためである。 
4 宇佐美（2003）：BTSJ 参照。 
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できる調整能力を備えていること、日本語話者の普遍的な言語ストラテジーの一つとして










科書に載せること、直接教えることなど、FT の教具・教材化に関しては否定的であった。  
 
第 5 章 使用実態調査  
 第 5 章では、上記第 4 章の「意識調査」を踏まえて、接触場面の言語調整行動、FT の
使用実態を検証し、その可能性を模索した。本章では、初対面関係の接触場面参加者、調
査対象者 NNT15 人と協力者 NS（日本語母語話者）6 人、JL（非母語話者；初級学習者）
7 人の二者間会話（NNT-NS、NNT-JL）および三者間会話（NNT-NS-JL）において行わ
れた双方の心理的・社会的距離調整を「会話参加者の自己開示と関係形成」という観点か





の三つの下位項目で、二者間 NNT-JL 会話における NNT の使用頻度および割合が特に高
く現れた。「話題反復」は、二者間 NNT-NS 会話の NNT がより用いていた。三者間
                                               
5 調査項目は以下の五つである。 (1)『話題全体』：①「話題導入」 ,②「話題展開」 ,③「話題転換」 ,④「話題反復」 . (2)
『話題志向』：①「話し手志向」 ,②「聞き手志向」 ,③「全体志向」 ,④「第三者志向」 . (3)『話題形式』：①「単純質問」 ,②
「複合質問」 ,③「陳述」 ,④「その他」 .  (4)『話題内容』：①「あいさつ」 ,②「自己紹介」 ,③「固定話題」 ,④「共通知人」 ,⑤
「仕事関係」 ,⑥「日本語」 ,⑦「研究関連」 ,⑧「私個人」 ,⑨「相手個人」 .  (5)『発話機能』：①「語彙面の調整」 ,②「文法面
の調整」 ,③「音声面の調整」 ,④「談話面の調整」 ,⑤「非言語行動面の調整」 ,⑥「応答」 ,⑦「あいづち」 . 




調査の会話で、「より新しいことを話した」話者は、二者間 NNT-NS 会話の NS 側、NNT-JL
の二者間会話の NNT 側であることがわかった。また、話題導入の特徴として、二者間
NNT-JL 会話における NNT の対 JL 発話（「日本語教師」的な話題導入）が現れた。  
『話題志向』項目の場合、全ての会話で最も多く使用されたのは「聞き手志向」である。
特に二者間 NNT-JL 会話においては、NNT による「聞き手志向」が最も多く使われた。





の「聞き手志向」、三者間会話における NS および NNT の「聞き手志向」に起因すること
がわかった。一方、二者間 NNT-NS 会話においては、NS の「聞き手志向」によって NNT
が JL 同様の「話し手志向」となり、従来の接触場面会話における非対称性が確認された。  
本調査の『話題形式』に現れた接触場面初対面会話における話題導入とその選択傾向は
以下の通りである。話者の言語調整行動として「トピックの選択と提示」を上記項目との
関連から見ると、二者間 NNT-NS 会話では母語話者協力者 NS による話題の導入が多く、
NNT-JL 会話では調査対象者 NNT 側による話題の導入が多かった。三者間 NNT-NS-JL
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のステップ、会話開始の機会作りとしての「私事語り」発話として「私個人」を多く使っ
ている（串田 2006）のは、非母語話者 NNT および JL 側であることがわかった。また、
『話題形式』との相関で、トピックの開始方法としては、NS の対非母語話者 NNT・JL、
NNT の対 JL「質問」が多く現れ、非母語話者（特に JL）に自分のことを語らせる展開が





現れていて、非母語話者協力者・初級学習者である JL 側も、母語話者 NS 同様の言語調
整行動、会話における話題展開のストラテジーとして、対 NS・対 NNT に試用することが
認められた。最後に、FT 使用検証の一部である、仕掛け発話「日本語上手ですね」 6に関
しては、NNT-NS 会話で、協力者 NS 側が研究者の指示通り該当会話に盛り込んだ場合で
も、NNT に使用された認識が全くなかったことが確認された。しかし、母語話者 NS の別






第 6 章 ビリーフ調査  






                                               


















第 7 章 総合考察  
 第 7 章では、上記の、第 4 章、第 5 章、第 6 章の調査結果から、接触場面の言語調整行
動に関する総合考察を行った。以下に、考察結果をまとめる。  













査の会話から、NNT が「教室」の内外で、対非母語話者会話で FT のような言語調整を行




行動」に関する定義が固定化されたためである。FT に関しても、意識面で TT との混同が
認められ、その評価はネガティブに固定される傾向が認められた。但し、NNT 個人の「日
本語」接触による個人差は大きい。  
(2) FT に関する認識の形成要因  
NNT の FT に関する認識の形成要因として、FT の被使用経験と FT 知識の相関、日本
語接触段階による FT 観の変化、教育現場参加による FT 観の構築が考えられる。  
NNT は、FT（FT 的話し方）に対する言語調整行動を、学習・習得の段階 8を経て形成
してきた。学習初期段階では FT に対する情報がないために「無調整」状態を維持するが、







在、本稿の NNT は、この段階に定着している。  
一方、NNT の教育現場参加による FT 観の構築は認められなかった。現職の日本語教師
である NNT は、教室内の TT を FT と捉えているが、その概念は現場参加以前に接した定
義によって形成されたものである。しかし、特に、初級レベル担当の NNT の場合、現場
参加によって FT の必要性を認識したことから FT 観の変化が現れていた。  
 (3) 国内非母語話者教師の FT 使用  








ゆる「超級」段階：接触の専門化期）の 5 段階である。 
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調整していた。従来の固定的な接触場面会話ではなく「遊動的な非対称性」で会話が行わ
れたことが特徴である。また、FT 使用は、母語話者 NS のみではなく、非母語話者 NNT、
JL 側にも認められた。FT は日本語使用場面の言語調整行動として、相手との関係性、会
話状況、参加者の調整能力を見積もる有効なストラテジーであることが証明された。  




いう三つの立場から会話を行っていた。特に、対 JL 会話において NNT は「日本語教師」
の立場を色濃く表す言語調整行動、FT を行った。このような非母語話者の非母語話者に
対する言語調整行動は、従来の FT の定義に当てはまらない。また、この現象は、NNT が
国内の「生活場面」会話においても「職業場面」同様、「日本語教師」という立場を自ら強
く認識しながら言語調整を行っていることを示す。  














(6) 接触場面の FT から「日本語人」の FT へ 
以上から、本稿は、接触場面を「日本語使用場面」と改め、話者の属性（年齢、性別、














第 8 章 総括  











































 (2) 専門職外国人としての NNT の役割  
「多文化協生」に向けて、「共生」から「協生」へ移行する第 1 段階として、NNT が当
事者として「声」を出し、構成員同士で現状を確認する必要があると考える。母語話者側
の過度調整による親切・配慮、同情や推測・観察による漠然とした受入ではなく、「質の共
生」として地域社会の中で対等な関係・権利を保つために、先ず、実際の不便さ・生きに
くさに関わる問題を当事者が発信しなければならない。  
日本語教育現場を含め、地域社会のコミュニティにおいても、NNT のように「日本語」
に不自由しない構成員が「日本語人」として既存構成員と言語調整行動を行い、他の新参
者、「声」を持たない構成員の立場、環境を代弁し、コミュニケーション、インターアクシ
ョンを図ることで、従来の様々な上下概念、一方的な母語話者観点の「共生」を構成員双方
の視点に基づく「協生」へ変えることができると考える。また、NNT が問題の所在を自らの
立場と相互の関係性から明らかにし、「共感」を広げることで、「専門職外国人」である NNT
の新たな参与意義が生まれると考える。  
